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はじめに

除草剤に耐性をもつ遺伝子組換えダイズは、除草

管理の容易さや労力、コスト削減などの理由から、

世界各国でその栽培面積を拡げています。現在、日

本では遺伝子組換えダイズは商業栽培されていませ

んが、日本を含め中国や韓国など東アジアの河原や

空き地などには、ダイズの近縁野生種であるツルマ

メが生えており（図1）、遺伝子組換えダイズが栽培

された場合、周囲に生えているツルマメへの交雑を

危惧する声があります。しかし、ダイズやツルマメ

は同一花の中で受精する性質（自殖性）が強く、花

粉が他の花へ移行して受精（他殖）する可能性は極

めて低いことが知られています。また、開花時期も

異なるため、遺伝子組換えダイズとツルマメとの自

然交雑は起こりにくいと考えられます。

交雑しやすくする2つの条件

本実験では、野外の研究ほ場において、遺伝子組

換えダイズとツルマメが交雑しやすい条件を設定し

ました。1．遺伝子組換えダイズとツルマメを隣接

して栽培したため、夏季にはつる性のツルマメは組

換えダイズに巻きついた状態となりました（図2）。

2．開花期をより重複させるため組換えダイズを3

回に分けて、播種しました。その結果、25 〜 32日

間開花が重複しました。その中でも遺伝子組換えダ

イズを7月20日に播種した組合せで両種の開花最

盛期は、最も近くなりました（図3）。

ほ場で遺伝子組換えダイズとツルマメが交雑する可能性は低い
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図１　セイタカアワダチソウにからみつくツルマメ

（茨城県つくば市）

図２　遺伝子組換えダイズに巻きついたツルマメ

（撮影日2005年8月31日）
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図３　遺伝子組換えダイズとツルマメの開花期間の比較
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ほ場で遺伝子組換えダイズとツルマメが交雑する可能性は低い

図４　遺伝子組換えダイズとツルマメの自然交雑個体（左）およびその莢と種子

交雑種子の色と大きさ

収穫したツルマメの種子について合計32,502粒

を検定したところ、1粒の種子が組換えダイズと交

雑していました。この交雑種子は、開花最盛期が最

も近かった組合せのツルマメ種子11,860個の中か

ら見つかりました（表1）。この交雑種子を栽培し、

得られた莢と種子の大きさは中間的で、種子の色は

大部分が茶褐色でこれも中間的でした（図4）。

おわりに

これまで遺伝子組換えでないダイズとツルマメの

自然交雑についての報告はありますが、遺伝子組換

えダイズを用いた例は世界で初めてです。この結果

は、条件によっては組換えダイズとツルマメとの交

雑が起こることを示しています。しかし、この実験

のように人為的に両種の開花期を重複させた上、極

めて近接して栽培しても、得られた交雑種子はわず

か1個であったことから、ツルマメと遺伝子組換え

ダイズが自然に交雑する可能性は極めて低いことが

明らかとなりました。
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表１　異なる日に播種した遺伝子組換えダイズと隣接栽培したツルマメ種子の検定数および自然交雑数

自然交雑個体 遺伝子組換え
ダイズの種子

遺伝子組換え
ダイズの莢

自然交雑個体
由来の種子

自然交雑�
個体の莢

ツルマメ種子

ツルマメの莢


